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学校番号 1006 

 

令和３年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 異文化理解 ２ 
第３学年選

択 
Cool Britannia （南雲堂） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・文化に対する理解を深め、異文化に対して寛容な態度を身につける。また、プレゼンテーションの基本的な方法を学び、

異文化や自文化について英語で発表を行い、英語のプレゼンテーション能力を培うことを目標とする。 

・異文化理解の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける授業です。そ

のため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く行います。授

業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第 2 学年】履修科目：「コミュニケーション英語 II（３単位）及び「英語表現 II」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・自分の経験、

将来の夢や希望

などについて、

前もって準備

し、メモを見な

がら理由と具体

例を添えて短く

説明できる。 

・身近なトピッ

クについて幅広

く意見や情報の

交換をすること

ができる。 

・・・・・・・

・・・・・・な

ど 

コミュ英 II 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

ペア・ワー

ク 

英語表現 II 

インタビュ

ーテスト 

スピーチ 

グループプ

レゼンテー

ション 

・複数の段落で、序

論・本論・結論を

意識して、時間を

かけた修正を経

て、自分の意見を

わかりやすく書く

ことができる。 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英 II 

ライティン

グ課題 

定期考査 

 

英語表現 II 

ライティン

グテスト 

定期考査 

 

・日常的な挨拶が

でき、身の回り

で起こったこと

や経験したこと

などについてや

り取りすること

ができる。 

・ゆっくりはっき

りと話されれ

ば、外国の文

化・風習などな

じみのないこと

でもその概要を

理解することが

できる。 

・・・・・・・・

・・・・・など 

コミュ英 II 

リスニング

テスト 

定期考査 

スピーチ 

グループプ

レゼンテー

ション 

・３００語程

度の英文を、

複雑な 

ところは時間

をかけて読

み、全体の要

旨を理解し、

大事な点を漏

れなく理解す

ることができ

る。 

・文章を読

み、内容に応

じて適切な速

度や声の調子

で音読するこ

とができる。 

・・・・・・ 

など 

コミュ英 II 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 
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【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 

・論点の明らか

な英文を読み、

また話された英

文を聞いて、そ

れぞれのポイン

トをとらえて、

その概要を話す

ことができる。 

読み取った内容

について、話し

合ったり意見の

交換をしたりす

ることができ

る。 

・・・・・・・

・・・・・など 

コミュ英Ⅲ 

・英問英答 

・要約 

 

 

 

・さまざまなトピッ

クについて書かれ

た英文を読み、ポ

イントを押さえて

その概要を文章で

書くことができ

る。 

 

・・・・・・・・・・・・・

など 

コミュ英Ⅲ 

・ディクテ

ーション 

・単語テス

ト 

・英訳 

・要約文作

成 

・和訳 

定期考査 

 

 

・自然な速さで話

される出来事の

説明や、物や人

の紹介、対話な

どを聞いて、大

切なポイントを

漏らさず概要を

把握することが

できる。 

・・・・・・・・

・・・・・など 

コミュ英Ⅲ 

・英問英答 

・ディクテ

ーション 

・リスニン

グクイズ 

 

 

 

・まとまりの

ある英文を後

戻りすること

なく一定時間

内に読み、各

段落のトピッ

ク、サポー

ト、例示、詳

細などを押さ

え菜がら、全

体の要旨を理

解できる。 

・・・・・・ 

など 

コミュ英Ⅲ 

・音読 

・英問英答 

・速読テスト 

・内容把握問題 

・定期考査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

・Cool 

Britannia 

UNIT 4～ 

UNIT 5 

 

 

  

 
（１０時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・英国のパブと

テニスで有名な

ウィンブルドン 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・イギリスの文化について

テーマを決め、調べ学

習をし、英語でプレゼン

テーションを行う。(異文

化紹介) 

 

 

・調べ学習をした内容

について話すための

キーワードをワーク

シートにメモし、そ

れを参考にしながら

ペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、調べたことを積極

的に英語で発表しよう

としている 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・題材の英文を読ん

で、その内容を要約

する。 

 

・テキストのtopic につい

てペア・ワークで自分の意

見を英語 

で述べる。 

 

・テキストのtopic につ

いてペア・ワークで自

分の意見を英語で述

べることができる。 

 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

 ・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

 

 

定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

英国のパブとテニスで

有名なウィンブルドン

について理解を深める 

 

・テキストの

Comprehension 問題 

を利用して、セクシ

ョンごとに概要を把

握する。 

・異文化に興味を持ち

理解しようとしている。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

・Cool 

Britannia 

UNIT 6～ 

UNIT７ 

 
（１１時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・英国のホーム

レス事情とサッ

カーのベッカム

選手 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英国のホームレス事

情とサッカーのベッカ

ム選手について学ぶ。 

 

・セクションごとの内

容に対する感想や意

見について話すため

のキーワードをワー

クシートにメモし、

それを参考にしなが

らペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、積極的に自分 

の考えを英語で 

発表しようとして 

いる 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・調べたことを、英語でプ

レゼンテーションを行う。 

 

・ペアで、メモに基づ

いて、調べた事柄に

ついて口頭で要約す

る。 

 

・調べ事柄を、英語でプ

レゼンテーションを行

う。 

 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

 ・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

 

 

 

定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英国のホームレス事

情とサッカーのベッカ

ム選手 

世界から１カ国選び、

その国について調べる 

 

・テキストの

Comprehension 問題 

を利用して、セクシ

ョンごとに概要を把

握する。 

・異文化に興味を持ち

理解しようとしている。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

・Cool 

Britannia 

UNIT10～ 

UNIT11 

 
（１4時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・英国における

多文化共生と英

国の路上監視カ

メラ 

 

・世界が抱える

諸問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・世界が抱える諸問題に

ついて学ぶ。 

 

・セクションごとの内

容に対する感想や意

見について話すため

のキーワードをワー

クシートにメモし、

それを参考にしなが

らペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、積極的に自分 

の考えを英語で 

発表しようとして 

いる 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・題材の英文を読ん

で、その内容を口頭

で要約する。 

・調べたことを、発表

する。 

 

・ペアで、メモに基づ

いて、各セクション

の内容を口頭で要約

する。 

・調べたことをメモに

基づいて、発表す

る。 

 

・ペアで、メモに基

づいて、各セクシ

ョンの内容を口頭

で要約する。こと

ができる。 

・調べたことを発表

できる。 

 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

 ・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

 

 

定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・人権・紛争・環境な

ど、世界が抱える諸問

題について調べる 

・テキストの

Comprehension 問題 

を利用して、セクシ

ョンごとに概要を把

握する。 

・異文化に興味を持ち

理解しようとしている。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

・Cool 

Britannia 

UNIT 8～ 

UNIT 9 

 
（6～14時

間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英国のプディン

グと「ハリー・

ポッター」の作

者である J. K. 

Rowlingについ

て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英国のプディングと「ハ
リー・ポッター」の作者で

あるJ. K. Rowlingについ

て学ぶ。 

 

・セクションごとの内

容に対する感想や意

見について話すため

のキーワードをワー

クシートにメモし、

それを参考にしなが

らペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、積極的に自分 

の考えを英語で 

発表しようとして 

いる 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・題材の英文を読ん

で、その内容を口頭

で要約する。 

・日本文化について調

べ英語で発表する。 

 

・ペアで、メモに基づ

いて、各セクション

の内容を口頭で要約

する。 

・調べたことをメモに

基づいて、発表す

る。 

・ペアで、メモに基

づいて、各セクシ

ョンの内容を口頭

で要約する。こと

ができる。 

 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

 ・本文中で用いられて

いる意味や用法を確

認する。 

 

 

 

定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

日本文化紹介 ・テキストの

Comprehension 問題 

を利用して、セクシ

ョンごとに概要を把

握する。 

・異文化に興味を持ち

理解しようとしている。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 
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単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

・Cool 

Britannia 

UNIT 1～ 

UNIT 3 

 
（８時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・英国の地理・

歴史の概要と、

紅茶、ファッシ

ョン 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・プレゼンテーションの
基礎（話し方・姿勢・資

料の作成方法・パワーポ

イントの使い方など）に

ついて学ぶ。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、積極的に自分 

の考えを英語で 

発表しようとして 

いる 

 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・題材の英文を読ん

で、その内容を口頭

で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、各セクションの内

容を口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基

づいて、各セクシ

ョンの内容を口頭

で要約する。こと

ができる。 

・授業時間を利用し

てインタビューテ

ストを実施する。 

 

「外国語理解の能力」 

 ・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

 

 

定期テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

英国の地理・歴史の概

要と、紅茶、ファッシ

ョンについて理解を深

める 

 

・テキストの

Comprehension 問題 

を利用して、セクショ

ンごとに概要を把握す

る。 

・異文化に興味を持ち

理解しようとしてい

る。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

知識が身に付いて

いるかを判断す

る。 


